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                     午後３時 10分開議  

宮 本 光 明 委 員 の 質 疑 及 び 答 弁 

 

瘧師委員長  休憩前に引き続き会議を開きます。  

 宮本委員。あなたの持ち時間は 60分であります。  

宮本委員  皆さん、どうも御苦労さまでございます。  

 本定例会の中でも、たくさんの議員の皆さん方が御質問されて、

若干内容が重なる点もあると思いますけれども、質問をさせていた

だきますので、よろしくお願いをいたします。  

 まず１番目に、本県の経済状況への対応と施策の展開方法につい

て、何点かお伺いをしたいと思っています。  

 我が国の経済は、このコロナ禍の３年間を乗り越えて改善しつつ

あると思っております。  

 2023年の４月から６月期のＧＤＰは、名目、実質とも３四半期連

続のプラス成長となり、過去最高水準だと言われているわけであり

ます。  

 県内の経済状況も、この新型コロナ５類以降、経済活動正常化の

動きが活発化し、内需の押し上げにより個人消費は緩やかに回復し

つつあり、景気は持ち直しつつあるという認識を私も実は持ってい

るわけでありますけれども、しかし、残念ながら、皆さん御承知の

とおり、この輸入物価の上昇に端を発する物価高の継続は、県民生

活や事業活動を圧迫し、回復に伴う生活実感や業績の改善を妨げて

いるという現状にあるのではないかと思っております。  

 そこでまず、本県経済の現状をどのように受け止めているのか、

商工労働部長にお伺いいたします。  
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中谷商工労働部長  県内における個人消費につきましては、大型小売

店の販売額が堅調に推移し、新車登録台数は自動車用半導体不足の

緩和で前年同月比 10％以上の増加が続くなど、緩やかに回復しつつ

あると考えておりますが、食料品や光熱水費をはじめ、消費者物価

指数の上昇が続いております。  

 また、県内の春闘における賃上げ状況は、連合富山によると、賃

上げ率は全体 3.5％、中小企業においても３％前後と、前年同時期

の２％前後に比べ高い水準にありますが、名目賃金から物価変動の

影響を差し引いて算出された全国の実質賃金指数は、 18か月連続で

前年同月比を下回っており、物価上昇に追いついていないという状

況にあると認識しております。  

 また、生産につきましては、鉱工業生産指数が７月から８月にか

けて前年比で一時マイナスになりましたが、９月に前月比で 7.1％

上昇しておりまして、持ち直しの兆しが見られます。  

 しかし、企業の皆さんからは、エネルギー価格の高騰が収益を圧

迫しているといった声が多く聞かれますほか、海外景気の減速懸念

から、顧客の設備投資意欲が低下している、物価高や中国市況悪化

等による需要減退の中では、コストアップを製品価格へ十分に転嫁

し切れないといった声も聞かれるところでございます。  

 また、北陸財務局の法人企業景気予測調査によれば、製造業、非

製造業ともに従業員が不足ぎみと答える企業が多く、中小・小規模

事業者にとって厳しい経営状況にあると考えております。  

宮本委員  今、答弁いただいたとおり、それぞれの指標等々があるわ

けでありまして、確かに実態を把握していると感じています。  

 中でもやはり大企業中心に、利益であるとか、人材がそれぞれ流
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れていっているのが現実問題かなと思っています。  

 そうした中で、総合経済対策を受けた国の補正予算が 11月 29日に

成立したことから、先日、今議会において、一般会計約 324億 4,000

万円強の大型の県補正予算案が追加提案されたわけであります。  

 今ほど部長の御答弁にあったとおり、本県はこの中小企業、小規

模事業者が多いわけでありまして、県内企業の大部分約 99.7％を占

めているわけであります。また、御答弁等々含めて、経済情勢の影

響をもろに受けていると実は感じているわけでありまして、特に中

小企業、また小規模事業者にとっては、現下の資材や燃料等の価格

高騰でありますとか、人手不足などの目の前の課題への対応に追わ

れて、なかなかこのＤＸや人材の育成等々の将来への投資が見えな

い現状にあると私自身も理解しているわけであります。  

先般のこの追加補正予算案の流れの中でも、特にこうした中小企

業に対して、生産支援や消費喚起のプロジェクトの支援、中小企業

のトランスフォーメーションの補助金など、当然このビヨンドコロ

ナ応援資金、新規融資枠の拡充等々含めて、中小企業や小規模事業

者に対する支援が提案されているわけですが、この支援がどのよう

に今回の補正予算案に盛り込まれ、また実行していくのか、商工労

働部長にお伺いしたいと思います。  

中谷商工労働部長  御説明する機会をいただき、ありがとうございま

す。  

 県内の中小企業・小規模事業者は原材料の価格高騰等分が販売価

格に十分転嫁できていないこと、人材確保のための賃上げを迫られ

ていることなど、厳しい経営状況にあると認識しております。  

 このような中、適切な価格転嫁の下、ＤＸや省エネ、人への投資
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等による生産性向上のための支援が必要不可欠であると考えており

ます。  

 このため、追加提案いたしました補正予算案においては、中小企

業トランスフォーメーション補助金の創設を盛り込んでおります。

中小企業等が、今、委員からお話がありましたように、ＤＸやＧＸ

の実現に向け、直面する自社課題を見える化するための診断アドバ

イスを受ける費用を助成することにしております。  

 これは、今お話がありました、どのように取り組むべきか分から

ないという声を私どももよく聞いておりますので、ぜひそれにお答

えをしたいということで、その課題解決に向けた取組とともに、ア

ドバイスとそれに伴う設備投資を併せて支援していこうというもの

でございます。限度額も従来の 300万円から 500万円に引き上げてお

ります。  

 また、賃上げと設備投資を支援する賃上げサポート補助金は実施

期間の延長、それから、非正規雇用労働者の処遇改善を図るための

キャリアアップ奨励金については、今、国が取り組む年収の壁対策

というものにも、これでしっかり対応していきましょうということ

にしております。  

 もう一つ、企業経営に必要な人材の育成を支援するリスキリング

補助金については、従業員個人が自発的にリスキリングを推進する、

そういったものを企業が支援をする、それも支援していきましょう

ということで、新たに対象に追加することを盛り込んでおります。  

 引き続き、県商工会連合会をはじめ、商工団体、金融機関、新世

紀産業機構などの中小企業等支援機関や労働局等の皆さんと協力し、

これらの支援策が必要とされる事業者の皆さんに行き届くよう取り
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組んでまいります。  

宮本委員  御説明をしていただきまして、ありがとうございます。非

常に重要なことだと認識をしております。  

 この後この質問をすると、私の場合は、天に唾をするのか、ちょ

っと分からなくなりますので質問はいたしませんけれども、これだ

け多くの事業や制度とか本当にたくさんあるわけで、どれも重要な

ことだという認識ではありますけれども、私の関係する団体も含め

て、なかなか従業員や職員から、そういった多くの企業に十分伝わ

っていかないと、こういうジレンマを実は抱えているという声も多

く聞くわけで、それぞれの立場でみんな努力をしているわけですけ

れども、その辺がやはりなかなか多くの企業の皆さん方に伝わりづ

らいというのが率直な思いであります。  

 私の元へ戻ってきても構いませんので、部長、何かその辺の、ど

うもっと広く皆さんに理解をして周知してもらうかということにつ

いて、何か所見があればお聞かせください。  

中谷商工労働部長  いろんな会議でそういうお話をお聞きしていまし

て、実際にアンケートを取ってもそういう声をお聞きするところで

ございます。  

 正直、全く利用するつもりがない方には、必ずしも届かなきゃい

けないというわけではないと思うんですが、やはり必要とされてい

る方にいかにしてこの制度を知っていただくか、それを活用してい

ただくかというのは、商工会連合会の皆さん、商工会議所の皆さん、

金融機関の皆さん、こういった方々を通して、各企業に入り込んで

いる方々にしっかり私どももお知らせをして、また、ホームページ

とかそういった新しい取組も今後検討していきたいと思いますので、
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そういった中で努力をしていきたいと思います。  

 どうぞよろしくお願います。  

宮本委員  ぜひよろしくお願いいたします。  

 今ほどの答弁も含めて、もちろん、コロナ禍も当然そうでありま

したけれども、平常時においてでも、知事も含め、中小企業、また

小規模事業者の支援には大変御尽力をいただいているという認識で

ありまして、引き続き、ぜひ御尽力賜りたいということと、やはり

今回のこの補正予算案が、無事この本会議で成立するという運びに

なれば、何とか一日も早く事業者の皆さん方に届くように、引き続

きの御尽力をお願いを申し上げたいと思っております。  

 次に、ウェルビーイングの県民意識調査等々含めた企業のウェル

ビーイングについて若干触れようと思っておりますが、先ほど、こ

のウェルビーイングのことだけでも私が十分まだ理解してない流れ

の中で、ウエルフェアというまた新たな課題を藤井委員から突きつ

けられて、自らの実力のなさを今痛感しておるところでありますが、

めげずに、その辺について何点かお伺いをしたいと思っております。  

 ウェルビーイング県民意識調査が行われて、調査結果の速報が 11

月１日に公表されたわけであります。  

 ウェルビーイングの議論をした当初から、この調査の意図すると

ころは、それぞれ個々の問題もそうですが、１つには、様々な分野

ごとの、また段階ごとの状況の分析等が可能になる、非常に重要な

指標だと何度も御説明を聞いたと思っています。  

 そういうことを前提として、特に県内の従業者数や付加価値額、

ともに約３割を占める製造業について若干お伺いをしたいと思いま

す。  
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 今回の意識調査の中で、県内の製造業の企業経営者及び従事して

おられる人のウェルビーイングの現状について、他業種と比べてど

のような傾向が出ているのかということについて、まず知事政策局

長にお伺いしたいと思います。  

川津知事政策局長  令和５年度のウェルビーイング県民意識調査は、

７月から８月にかけて実施いたしましたが、業種別に比較できるも

ののうち製造業と非製造業―具体的には答えていただける方が働

いていらっしゃれば業種をお伺いしていますので―そちらに関し

て特徴的なものを御紹介いたします。  

 まず、現在の生活の満足度でございますが、満足度が高い方の割

合を見ますと、製造業では 46％の方が満足度が高いと。非製造業で

は 50％ということで、４ポイントの差があったということ。そのう

ち、さらに経営者の方に限ってみますと、製造業では 51％の方が満

足だったと、非製造業のほうは 58％でしたので、若干下回っている

状況にあります。  

 また、働きがいにつきましても調べておりまして、働きがいがあ

ると感じている方の割合は、製造業の方は 28％で、非製造業の方は

47％でしたので、こちらのほうは 19ポイント下回っているという形

です。経営者の方に限ってみましても、製造業は 26％で、非製造業

の 49％、やはり 23ポイントぐらい下回っていると。  

 ただ、もう一つ、働きやすさというところも聞いておりまして、

働きやすいと感じていらっしゃる方は、非製造業、製造業、両方５

割を超えていらっしゃるんですが、実は経営者に限ってみますと、

非製造業の方は５割以上の方、 58％だったんですが、製造業の経営

者の方は 39％ということで、５割を切っていらっしゃると。こうい
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ったようなことでありまして、ただ、業種別のサンプルは、業種別

に聞いているものですから若干ばらつきがあるということで、おお

むねの傾向ということで御留意いただければと思っております。  

宮本委員  調査結果の数字について、一喜一憂するとか、何というか、

卑下するということではもちろんないと思いますし、私どももなか

なか理解できないと言いつつも、こうしていろいろな業種別である

とか、従業員の皆さんやまた経営者の皆さん方、それぞれの立場で、

こうした数字を拾い出していけるというのはなるほどだなと理解し

つつあるわけであります。  

 今回のこの調査についても、今、若干お話しいただいた流れの中

では、サンプル数が多少少ないという問題があったり、いろいろあ

るけれども、特に製造業の経営者は、従業員の皆さん方にとって、

ウェルビーイングの傾向としては数字的にちょっと低い結果が出て

いると受け止めさせていただきます。  

 そのことを顧みると、私も立場上、多くの製造業を営む中小企業

の経営者の声をお聞きすると、皆さんと同じように、今の社会情勢

の中で、なかなか将来展望が見いだせないという話や、後継者はい

るんだけれども、跡を継いでくれるかどうかちょっと分からない、

また一方で、本当にこのような状況の中で継がせてよいのかも分か

らないという声も大変多く、また、その時々の経営を維持するだけ

で精いっぱいだという声を私なりに多く聞いていると思っている次

第であります。  

 やはり、このような現状と将来への不安が、今回のこうした意識

調査の結果にも出ているのかなと感じているわけでありますが、逆

に言えば、今回の調査結果を受けて、特にこの製造業の経営者に向
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け、今後どのような施策を推進するのか問われると思っていまして、

商工労働部長にその辺もお聞きしたいと思います。  

中谷商工労働部長  将来展望が見いだせないというお話も少しありま

したが、少子高齢化に伴う人手不足、それからデジタル化が急速に

進展をしていること、カーボンニュートラルなど国際標準化や、Ｓ

ＤＧｓといった国際的な要請があるということで、県内中小企業を

取り巻く環境は大きく変化しつつある真っただ中にあると考えてい

ます。  

 こうした状況を踏まえまして、現在、県では、ものづくり産業の

持続的な発展につなげるため、ものづくり産業未来戦略の改定に取

り組んでおります。若手経営者や実務を担う方々の作業部会で、現

在意見交換を進めているところであります。ＧＸなど政府の戦略や

投資重点化の最新の動向を踏まえた施策を示して、企業が目指す方

向性のヒントとなる戦略としたいと考えております。  

 その上で、経営者を含め、企業で働く方々が自社の理念やビジョ

ンを共有していただき、それに向かってチャレンジし、自らの成長

が実感できる経営に取り組んでいただきたいと考えております。  

 このため、１つには、経営者の方々を対象としたセミナーを充実

強化していくということを検討しております。  

 また、今回追加提案した中小企業トランスフォーメーション補助

金では、ＤＸ、ＧＸの実現に向けて、人材確保に課題のある中小企

業が専門事業者と連携して取り組めるように、コンサルティング経

費を含めて支援するということにしております。  

 加えて、事業承継につきましては、初期診断等の費用の支援、県

制度融資での保証料率を引き下げるといったことを実施しておりま
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すほか、中小企業の新たなチャレンジを支援するために、国が推進

する経営者保証の提供を不要とする制度の活用促進につきまして、

県においても、県信用保証協会や金融機関とも連携して取り組んで

まいりたいと考えております。  

 経営者と従業員のウェルビーイングの向上が、新たな付加価値の

創造を含め、生産性の向上につながって、それが企業等の成長や魅

力を向上するという好循環を目指して取り組んでまいりたいと思い

ます。  

宮本委員  今ほどいろいろな施策のことについて触れていただきまし

た。調査結果も含めて、やはり製造業、特に中小企業という観点か

らも、賃金や将来の見通しなどいろんなことがあるとしてでも、逆

に社長というか経営者と従業員の方は近い位置にあって、ひょっと

したら、うまく心が通じたり、会社の中でいろんな議論ができるこ

とによって、また一緒になって新たな展開ができるという、その可

能性というのは逆に大企業と比べて物すごくポテンシャルを持って

いるような気がしています。そうなればなおさら、県全体の施策を

つくっていく作業部会の中でも、現場の声を取り入れていくとか、

また、企業経営者の皆さん方がそういったことを考えるコンサル業

務を含めたいろんなことに手を伸ばしていく、そして経営者と従業

員が一緒になって会社の将来を議論する、こういう明るいイメージ

を持てるような施策の展開を進めていただければと思いますので、

よろしくお願いをいたします。  

 ウェルビーイングの調査のことについて触れてきたわけでありま

すけれども、最近、ウェルビーイング経営といった言葉も実は耳に

するようになったわけであります。  
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 先月、日本経済新聞主催のウェルビーイングシンポジウムが開催

され、紙面にも、ウェルビーイングの可視化を人的資本経営に生か

すといった特集も組まれるなど、大企業を中心に波及し始めている

のではないかなと私自身感じているわけであります。  

 県においても、成長戦略のウェルビーイング戦略プロジェクトチ

ームにおいて、働く人すべてがいきいきと働きがいを実感できるウ

ェルビーイング経営の推進、これを重点検討課題に据えて取組を進

めているということであります。  

 ここで私が発言すると、いつも分からんとかばかり言っているよ

うに思われるかもしれないのですが、やはり先ほどから申し上げて

いるように、中小企業や小規模事業者にとっては、何度も申し上げ

るように、足元の対応や、先ほどから皆さんいろんな御答弁もいた

だいていることも含めて、何をどう取り組めばいいのか分からない

という声があることは事実と思っていて、やはりなかなかそういっ

たことが伝わっていないというのが率直な思いであります。  

 そこで、この県内企業のウェルビーイング経営の推進について、

どのような戦略で取り組もうとされているのか、知事にお伺いした

いと思います。  

新田知事  今ほど宮本委員がおっしゃったように、トップと社員の距

離が近くて、いつも顔が見えているような企業でしたら、例えば社

長のことをおやじと言うような会社だったら、私もこんなややこし

いことは言わなくて、おやじと社員が和気あいあいと意見交換する。

「おまえ、最近元気ないやないか。元気出せよ」と、これがウェル

ビーイングが高まる一番の近道だというふうに思います。  

 ただ、やはり一定程度以上の企業になると、人数も多くなり、い
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ろいろな仕掛けも必要だと思います。  

 私は、そこで出てくるのがウェルビーイング経営だと思いまして、

従業員のウェルビーイングを高めて、企業で働く一人一人が、生き

生きと自分らしくやりがいを持って能力を発揮していくことで、企

業の中長期的な成長につなげていく、そんな企業経営の在り方をウ

ェルビーイング経営と言っています。  

 これは、従業員の創造性や生産性も高める、また欠勤率あるいは

離職率は低めるといった、そんな効果が期待できるという学術的な

研究もあります。  

 県内の動きとしては、例えば富山経済同友会ではウェルビーイン

グ小委員会が組織されていまして、７月にはウェルビーイング経営

に関する講演会も開催されました。また、ＪＣ富山ブロック協議会

と県では、先般、ウェルビーイング推進に関する連携協定を結びま

した。両方の経済団体では、会員企業、経済同友会、約 430名とい

うことは 430社、それからＪＣ富山ブロックは約 500社、これらの会

員企業への浸透の取組が今始まっているところです。  

 また、県内の幾つかの企業においても、従業員を大切にするとい

う大前提、これが理念の基ですね。例えば、今日よかったことを３

つ挙げて社員全員で共有するというスリー・グッド・シングス、こ

ういったことを実施する。ちょっとしたことかもしれませんが、そ

れを毎日実践するということが意味があるんだと思います。あるい

は、従業員の資格取得を支援するなど、ウェルビーイング経営に向

けた取組が進みつつあると理解しています。  

 こうした中で、県では何をやっているかというと、中小企業大学

校と連携して、ワークエンゲージメント講座というものを開催して



 －１３－ 

います。  

 また、成長戦略カンファレンスにおいて、ウェルビーイング経営

に取り組む先進企業の事例を紹介するなどの取組、それを横展開す

るということを進めています。  

 今後も、成長戦略会議のウェルビーイング戦略プロジェクトチー

ムというのがありますが、この議論も踏まえて、「働く人すべてが

いきいきと働きがいを実感できるウェルビーイング経営の推進」を

テーマに据えて、関係先と情報共有をしたり、また、来年度予算編

成に向けた施策の検討などを進めて、中小企業の皆さんのウェルビ

ーイングが高まり、働きがいを実感できるように取り組んでいきた

いと考えております。  

宮本委員  知事の御答弁を受けて感じるのは、先ほど中小企業の話も

申し上げたとおり、このウェルビーイング経営は、会社で働く一人

一人が生き生きと自分らしく、やりがいを持って能力を発揮するこ

とができる、企業の成長につながる、こういったようなことがなる

ほど重要なことだなと思いましたし、創造であるとか、欠勤率を防

ぐとか、もちろん離職云々等々含めて、まさに重要なことだと思っ

ています。この話を最初からもう一度繰り返して申し上げると、ぜ

ひ積極的に推進していただきたいということでありますし、今度は

やはり進め方の中で、例えば、僕は昨日、たまたまテレビを見てい

まして、アイスのガリガリ君を作っている会社の新入社員が１年間

で 1,000個の新しいガリガリ君を発想するのがノルマだという番組

を見ていて面白いなと。ついひねくれると、 1,000個も作れという

のはパワハラにならないのかと思ってみたり。でも、従業員の皆さ

ん方がインタビューに答えているのを見ると、会社の中で自分に与
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えられる仕事があって、その発想が認められて商品化になっていく

というのは、もうまさに夢のような世界で、そういったことがやは

り中小の企業の中でも実践できるように、我々の立場もいろいろと

寄り添っていくことが重要だと思います。やはり政策の推進に当た

っては、ぜひそういったことに寄り添っていただきながら推進をし

ていただければありがたいと思っている次第であります。  

 それでは、次に、ウェルビーイング指標の活用について伺いたい

と思います。  

 先般、知事が推し進めるウェルビーイング指標の策定と政策展開

の取組が、国の地方公共団体における統計データ利活用表彰におい

て最高賞となる総理大臣賞を受賞したということでありまして、大

変喜ばしいことであります。  

 実はこのことについて、知事の感想を聞く質問を通告するのを忘

れました。知事、ぜひ一言、このことについて知事の御感想をお願

いいたします。  

新田知事  総理大臣表彰ならもっとよかったんですが、総務大臣表彰

でありまして、それでも大変名誉なことだと思っています。  

 ただ、これは期待が７割の賞だと思っています。我々はまだ、具

体的に何も成し遂げていないので。でも、そういったことに想像力

を発揮して指標をつくったねということに３割の御褒美、そして残

り７割は、あとこれをしっかり活用して頑張れよという期待が７割

の賞だと思っています。謙虚に受け止めて、これを励みにしてしっ

かり活用していきたいと考えております。  

宮本委員  突然すみません。総務大臣賞の受賞でありまして、喜ばし

いことだと思っております。  
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 そうした中で、この 10月下旬に発表された来年度の当初予算編成

方針において、全ての部門において、このウェルビーイング向上効

果等を勘案して施策を検討するとのことであります。  

 また、ウェルビーイング指標を活用した課題解決に係る経費につ

いては、要求上限なしでの要求を認めるという、こういった方針も

示されたわけであります。  

 予算編成方針においては、施策設計図、要は、ウェルビーイング

向上を意識した事業の整理に基づいてということだと聞いておりま

すけれども、このウェルビーイング指標を活用し、パッケージとし

て新たな企画立案した事業には優先的に配分することが発表されて

いるわけであります。  

 いつも批判的な話ばかりするわけではないのでありますけれども、

ウェルビーイングを推進されて以来、庁舎内のいろいろな進捗状況

はどうでしょうかとか、県民の理解度はどうですよとか、こういっ

た話が再三されているわけでありまして、庁内にウェルビーイング

指標の活用方法が本当にどこまで浸透しているのか、若干、私自身

は気がかりな部分があるわけでありまして、各部局において、政策

立案過程でどの程度利用されているのかということについて、知事

政策局長にお伺いしたいと思います。  

川津知事政策局長  今ほど知事からもありましたが、まだまだこれか

らということではありますが、ウェルビーイング指標を活用して予

算編成を行うためには、まず県職員それぞれが、施策の対象となる

県民の皆様がどういった意識、どういう像かということを十分意識

した上で、その方々のウェルビーイングを想像する必要があるもの

と考えております。  
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 このための準備といたしまして、職員向けの庁内広報や研修、講

演会等を通じまして意義を伝えるとともに、指標の活用方法の周知

に努めております。  

 現在、各部局で作業中でありますが、実際の来年度の予算要求作

業におきましては、新規重点事業を要求する際には、まずターゲッ

トになります具体的な県民像を明らかにした上で、向上させたいウ

ェルビーイング指標を特定し、実現したい未来像、テーマに係る現

状、課題、指標向上の観点から見た事業の必要性を整理してもらっ

ているところであります。  

 また、もう一つ、全部局において重点配分の対象となります施策

のパッケージ、先ほど御紹介いただきましたパッケージの策定に向

けた検討も進めていただいておりまして、その際には、部局の枠に

とらわれないテーマを設定した上で、今ほど御紹介もいただきまし

たが、施策の設計図をつくりまして、縦割りを排して関連する事業

のパッケージづくりに取り組んでいるところであります。  

 施策パッケージを策定する際には、ウェルビーイング推進課のほ

うが伴走支援をしつつ、職員同士で指標を意識した議論を進めるこ

ととしておりますので、まだ途中ではありますけど、職員の理解は

徐々に深まっているものと感じているところであります。  

宮本委員  ここまで知事が上限なしで政策に反映すると、おっしゃっ

ているのに、そのことがなかなか浸透し切れていないというような

発言にはもちろんならないわけですし、そうならないようにしてい

くということであると思うので、そこはしっかりと精査をしていっ

てほしいと思っています。一方で、県庁内にはたくさんの事業があ

って、もちろん、そのことの必要性云々等についても議論されてい
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ることは十分承知でありますが、そのことによって非常に事業が進

捗したりとか、関係する皆さん方もたくさんおられるということも

含めていくと、どこに予算を集中していくのかという部分と、多く

の声なき県民の声にどう応えていくのかということが政策の重要な

部分だと思っています。まだまだ県民の皆さん方にも、なかなか十

分分かったぞという声が少ないという状況も含めて、しっかりとこ

ういった政策に生かすということであれば、精度を高めていただく

ことが重要だと思っていますので、要望をしておきたいと思ってお

ります。  

 また、今回の予算編成方針におけるもう一つの柱、これは知事の

政策の柱と申し上げてよいと思いますが、新しい社会経済システム

の構築に係る経費についても、要求上限なしでの要求は認められて

いるということであります。  

 知事は、新しい社会経済システムの構築に積極的に取り組むとい

うことで、議会答弁等の中でも何度かこの言葉が出ているわけであ

りますけれども、正直言ってなかなか具体的なイメージが湧きにく

いというのが私の率直な思いであります。  

 そこで、この新しい社会経済システムの構築について、具体的に

どのような姿を目指しているのかということについて、知事にお伺

いをしたいと思います。  

新田知事  ウェルビーイングの向上と経済成長の好循環をつくり出し

ていこうというのが富山県成長戦略の基本的な戦略であります。そ

して、それをしっかりと持続可能に回していくために必要なのが、

未来を担う人づくりと新しい社会経済システム、この２本の柱とい

うことです。  
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 まずは今日、新しい社会経済システムの構築ということについて

御質問いただきました。  

 残念ですが、人口減少社会です。社会構造も大きく変わっていま

す。それで、従来の常識を見直していかなければならない中で、社

会課題は多様化しますし、また複層化して、もう本当に複雑にもな

っています。  

 そんな中で、質の高い行政サービスを提供することが我々には求

められています。  

 そのためには、これまでにない新しいビジネスの形、あるいは業

務プロセスなどをつくり上げていかなければなりません。そして、

県と民間、あるいは県と市町村、富山県と近隣県、これらの役割分

担や連携なども果たしていかなければならないと考えています。  

 まず、その新しいビジネスの形や業務プロセスの構築ですが、こ

こは我々職員も一生懸命考えてはいるんですが、そこにさらに外部

の有識者の知見も大いに取り入れていく。そのために成長戦略会議

の委員で議論を進めているところであります。  

 成長戦略会議の親会というのは 11人でやっています。さらにその

下にプロジェクトチームというものをつくって、そこにも多くの有

識者に入ってもらっています。そんな方々と議論を進め、そして具

体的な政策に取りまとめていく。そして、毎年―先日も 10月に開

きましたが―成長戦略カンファレンスというものをつくっていま

す。ここでも様々な議論あるいは提案なども受けています。  

 ここで出てきた様々な政策が、例えば本県独自の、先ほどの質問

にもありましたウェルビーイング指標を政策形成に組み込んでいく

という取組、これも新しい社会経済システムの一つです。  



 －１９－ 

 それから、ウェルビーイング経営、先ほどの質問にもありました

ウェルビーイング経営を進めていくということ、これも新しい社会

経済システムの一つです。  

 また、起業家の育成支援のための支援者の育成も含めたスタート

アップエコシステムの構築、これも今富山には残念ながらない。そ

んなものも新しい社会経済システムの実例です。  

 そして、これも最近話題になっていますが、「寿司」をフックと

した一点突破のブランディング戦略も新しい社会経済システムの実

例と思っていただきたいと思います。  

 そして、何よりもデジタル化による行政手続の効率化など、これ

はもう待ったなしでどんどん進めているところでございます。これ

も新しい社会経済システムの一つと思っています。  

 また、次の市町村などとの連携の件ですが、これも先ほどまでの

質問でも取り上げられていますが、公共交通について、地域交通サ

ービスを公共サービスとして位置づけて、城端線・氷見線の再構築

に沿線市と交通事業者と共に取組を進めておりますが、県内 15市町

村と一堂に会した「ワンチームとやま」連携推進本部会議での忌憚

のない議論、これも私どもの言うところの新しい社会経済システム

であると言えます。  

 また、近隣の県とは北陸三県知事懇談会あるいは三霊山連携協定、

これらの締結なども進めています。  

 民間との連携という意味では、空港のコンセッションを着々と今

進めているところです。  

 また、先ほど藤井委員の質問にもありました新川こども施設での

ＰＦＩの取組など、このように、多様な社会課題への対応、新しい
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価値の創出を進めていく、新しい枠組みをこの３年間、曲がりなり

にもつくってきたと私は思っております。  

 今後も、この新しい社会経済システムの構築を不断に進めていく

必要があり、これが富山県のさらなる発展、そして「ウェルビーイ

ング先進地域、富山」が持続的に続いていく、そのようなことにつ

ながっていくと考えております。  

宮本委員  ありがとうございます。  

 どの項目を取っても、知事がおっしゃる一つ一つの推進の私が同

感できる部分は、人口減少の社会であったり、価値観の違いであっ

たり、多様性であったりとかで、どんどん大きく社会が変わってい

る中で、どういう社会をつくっていくのか、どういう県をつくって

いくのかという意味においては、一つ一つ非常に重要な案件だと思

っておりますので、私ももちろんそのことについて一緒になって推

進できればと思うわけでありますが、最後のほうで、「ワンチーム

とやま」の連携推進会議のお話も出たわけであります。  

 先般の瀬川委員からのウェルビーイングに関する質問の中で、市

町村との連携について、まだまだ不十分ではないかという話があっ

たり、また知事政策局長からは、市町村との連携は重要で進めてい

くというようなことであったわけですけれども、やはり県が直接県

民に対していろいろな施策をどんどん推進していくという、これも

もちろん重要ですし、新たな取組をしていくということは非常に重

要だと思っています。一方で、例えばウェルビーイングの向上施策

についても、市町村の施策の中に、言葉だけを入れる必要はないと

思いますが、何となくそのワンチームの中で議論がされているのか

いないのか、形が見えてこないなという気がしています。やはり県
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が一生懸命推進しようとしても、市町村のそれぞれの事業の中で、

こういったものが取り入れられていくとか、そういったものを進め

ようとする姿勢は非常に重要だと思って、強制するわけにもいかな

いけれども、県と市町村が同じ方向を向いた形で進んでいかなけれ

ばならない、若干その部分がまだ不足しているのではないかと感じ

ております。  

 今後どのように市町村と連携して施策を展開していくのか、知事

にお伺いしたいと思います。  

新田知事  今、曖昧で、いろいろなものが変動し、不確実で複雑な時

代と言われています。そんな中でも、住民のウェルビーイングを向

上させて、幸せを実感できる富山県を次の世代に引き継いでいくこ

とが我々に課せられた使命です。そのためには、変化を恐れること

なく、政策の展開を図っていかなければならないと考えます。  

 一方で、変化をしながらも、住民に対して安定的に行政サービス

を提供していくこと、それには、我々広域の自治体である県と基礎

自治体たる市町村がしっかりと連携し施策を展開していくことが非

常に重要だと考えております。  

 このため、今年度、「ワンチームとやま」連携推進本部会議での

指標や県の取組紹介、そして希望する市町へは県民意識調査データ

の提供を行っております。委員おっしゃるように、これをやれと市

町村長さんに強制することはできませんし、したくもありません。

望まれるところには様々なデータややり方などを提供する、そんな

ことを今やっています。  

 先月、県の職員向けのウェルビーイング講演会を行いました。日

本の第一人者を招いてお話をいただきましたが、そのときも市町村
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の職員の皆さんにもお声がけをして聴講いただいたところです。来

られた方々は積極的に質問もされ、大いに持ち帰っていただけたと

思っています。  

 一方、ウェルビーイング指標を活用した政策形成ですが、現在、

県としても新たに予算編成の中でその具体化に努めています。住民

の皆さんのウェルビーイングの状況を意識しながら、政策を立案す

る際には、県だけではなく市町村と連携して取り組むべき施策も出

てくると思います。  

 こうした施策の連携はもとより、ウェルビーイングを意識した政

策形成手法についても、県において好事例をつくり出して、それを

市町村にも展開できるように取り組んでいければと考えております。  

 予算編成でのウェルビーイング指標の活用は全国的にも例がなく、

とてもチャレンジングなことです。新しい社会経済システムの形成

にも資するウェルビーイング政策を構築して、その意義を私からも

ワンチームの場などで直接、市町村長の皆様にもお話をし、市町村

への共感を広げていきたいと考えています。  

宮本委員  ありがとうございます。  

 市町村長さん方はもちろん市町村長さん方で、自分のまちの市民、

町民、村民の皆さん方の課題に直面して、なかなか新たな展開や新

たな事業をという、そんな余裕もない部分もあったりとか、大変厳

しい環境におられるとは思っています。  

 ただ、やはりこうしてワンチームの会議等で、首長さん方が忌憚

のない意見交換をできる機会があるとすれば、そういったところで

知事の思いをしっかりとお伝えされて、県と一緒になって方向性を

見いだしていくということが今後も重要だと思っていますので、ぜ
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ひ御尽力いただければと思っています。  

 次に、人材育成という観点から若干お伺いしたいと思います。  

 今定例会において、県立高校の再編の在り方や高等教育の将来像

等について、大変多くの議論がされたと思っております。もちろん

その観点は、再編の在り方であるとか、内容のことであるとか様々

でありますけれども、総じて、将来を担う児童生徒の育成や、本県

教育に対する関心の高さということで、皆さん方の大変熱い思いが

伝わってきたと私も思っております。  

 知事の政策の柱である「未来に向けた人づくり」についてであり

ますけれども、多様化する社会の中で、今後どのような人材、人づ

くりを目指していくのか、極めて難しいというか重要であるけれど

も、どういった人材を目指していくのかということも、またこれは

難しい課題だと感じているわけであります。  

 知事も先ほどから何度もおっしゃったように、社会がいろいろ変

わってきたり、いろんな思いも変わってくる中で、この政策の柱に

位置づけておられる「未来に向けた人づくり」、この各種施策を展

開すると言っておられるわけですが、現代社会が直面する諸課題の

中で、富山県の発展のためにどのような人づくり、人材育成を目指

しているのかということについて知事にお伺いをしたいと思います。  

新田知事  この時代の変化と多様性に柔軟に対応し、そして果敢に未

来を切り開く人材を育てていくことが大切だと考えています。  

 若い世代が人生を肯定できる、そして生き生きと新しい時代を創

造的に切り拓いていけるような教育の仕組みを推進すべきだと思い、

Ｇ７教育大臣会合の成果文書「富山・金沢宣言」に、ＩＣＴを活用

した教育、また、社会課題の解決とイノベーションを結びつけて成
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長を生み出す人材の育成、子供たちの可能性を引き出す教育の実現、

国際教育交流の推進に取り組むということが盛り込まれました。こ

れらはまさに、本県の第２期の教育大綱あるいは教育振興基本計画

と全く方向性は同じくするものであります。  

 そして、人づくりといっても、大きく分けて学校教育と社会人と

いうことになるかと思います。まず学校教育ですが、具体的には、

１人１台端末を積極的に活用したより効果的な授業の実施、児童生

徒が他者と協働、共に働きながら協働しながら、新しい時代を創造

する力を育成するための課題解決型教育やＳＴＥＡＭ教育を推進す

るプロジェクト学習の実施、また、社会の発展に貢献するグローバ

ル人材育成のための高校生の海外派遣、社会に学ぶ 14歳の挑戦、社

会へ羽ばたく 17歳の挑戦、このようなことを行っております。  

 あわせて、将来に向けた産業や地域づくりを牽引する専門的な能

力を有する人材づくりについてですが、経済発展の起爆剤となるス

タートアップを創出するために、起業マインドの醸成や突き抜けた

起業への集中支援などによる起業家の育成、さらに、デジタル活用

が急速に進展する中、県立大学のＤＸ教育研究センターや情報工学

部の設置を進め、ＤＸ人材の育成強化も図っています。  

 引き続き、教育については総合教育会議の場などにおいて、時代

の変化と要請に応えるため、子供たちに必要な能力を高める育成方

針、あるいは適切な選択肢を提供できる教育の在り方について議論

を進めてまいります。  

 そして、ＤＸ人材や創造的な人材など、将来を見据えた人材の育

成、集積、活用についても議論を深めて、未来を担う人材づくりに

努めてまいりたいと考えます。  
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 私どもにできることは、こういう人間、そういう人間像を提示は

します。でも、こういう人間になれよということは、それは私はお

こがましいことだと思っています。環境を整え、選択肢を提供する。

そして、一人一人、子供も大人も自己決定をしていただく。そんな

選択肢を適切に提供することが、私たちが人材育成についてできる

ことだと考えております。  

宮本委員  その中で、知事もおられた中小企業人材育成県民会議にお

いて、委員の中から、人手不足の対応や高度デジタル人材の育成

等々、現下の人口減少下での人材育成についていろいろな意見が出

されたわけでありますが、特に高等教育機関の関係者から、人材育

成と言うけれども、人が足りないから人が欲しいのか。いや、そう

ではなく、このような技術、能力を備えた人材を育成してほしいと、

そういった声がなかなか県から聞こえてこないよという御意見もあ

ったように思いますけれども、先ほど知事がおっしゃったこの新し

い社会経済システムづくりのために、求める人材というものも明確

にしていく必要があると思いますが、知事の所見をお伺いしたいと

思います。  

新田知事  先ほども、従来の常識が見直される中で、多様化する、ま

た複雑になる社会課題に的確に対応するためには、急速に進んでい

るデジタル化、また、脱炭素経営などに専門的な知識を持ちながら、

変化に柔軟に対応して挑戦できるクリエーティブな人材が求められ

ていると認識しています。  

 先月６日、委員御指摘の中小企業の振興と人材の育成等に関する

県民会議を開きましたが、そこでも、急速に普及が進む生成ＡＩな

ど新たなデジタル技術が使いこなせる人材育成の需要について意見
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をいただいたところです。  

 県ではこれまで、県内企業のＤＸ推進のために、富山大学や県立

大学と連携した各種セミナーによる人材育成の支援や、企業の従業

員をＤＸサポーターとして養成してまいりました。また、県内企業

の脱炭素経営実現のため、経営者などへのセミナー等を通じたモデ

ル企業の育成にも取り組んでいます。さらに、生産性向上や成長分

野への挑戦のための人材へのリスキリングも支援しています。  

 現在、成長戦略会議の新産業戦略プロジェクトチームにおきまし

て、県内企業のＤＸ・高付加価値化支援や脱炭素化に向け、カーボ

ンニュートラルなどの国際標準化への対応も重要であると。また、

クリエーティブな人材の育成、活用などについても議論をしていま

す。  

 その中で提案された新たなビジネスモデルなど、新しい社会経済

システムづくりに必要な経営層を含むビジネスマンのＤＸに関する

基礎的な知識やスキル、マインドを整理して、その底上げを図るこ

とが大切です。  

 また、カーボンニュートラルなど国際的に対応するべき企業課題

にも適切に的確に対応して、新たな成長分野へ挑戦する人材の育成

支援に努めていきたいと考えております。  

 これが今考えていることです。  

宮本委員  社会の現場、高等教育等々、話をしたわけですけれども、

県立高校の課題についてもいろんな議論がある中で、県立高校の魅

力の向上や新たな学科の新設についても様々議論がされているわけ

ですけれども、現場でどのような人材育成が重要となってくるのか

ということも、今、極めて重要かと思っていますが、知事のお考え



 －２７－ 

をお聞きしたいと思っております。  

新田知事  繰り返しになりますが、社会が大きく変化する中で求めら

れる県立高校の在り方について、県教育委員会や総合教育会議にお

いても議論を深めた上で、本年の５月に報告書が取りまとめられま

した。  

 その中では、生徒育成の目指す姿を描いております。未来を切り

拓いていくための確かな資質、能力と意欲の育成、また、主体的に

課題を発見し解決する力や、他者と協働する―共に働く協働する

―力の育成、自分と他者を尊重し多様な価値観を認め合う態度の

育成、この３点が挙げられています。  

 この報告書を踏まえて、今年度は、県立高校教育振興検討会議に

おいて、高校教育の充実に向けて、魅力向上や学科、コースの見直

しなどについて検討が進められています。これについても、今回の

議会でも多くの議員から御質問いただいたところです。  

 これまで、「社会から求められている能力や技術も変化している

ので、今の形に合ったような学科の組替えがあってもよい」、また

「ＩＴを全面的に学べる学科ができれば、工業科に進む生徒も増え

てくるのではないか」などの御意見を今のところ検討会議でいただ

いています。今後も多面的な視点で議論を進めていただきたいと考

えています。  

 私としても、今後の人材育成を進める上で、高校の在り方につい

ては、学びの質の向上、生徒の選択肢の確保、社会の変化やニーズ

を重視して検討する必要があると考えています。  

 検討会議の取りまとめを受けて、総合教育会議において、時代の

変化に対応した人材育成の観点を重視して、地域や産業界、学校関
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係者など幅広く意見を伺いながら、丁寧に議論を進めたいと考えて

おります。そのために、来年度は、総合教育会議を５回ほどは開催

したいと考えております。  

 今後もこどもまんなかの視点に立って、高校の魅力ある教育環境

づくりを進めてまいりたいと考えています。  

瘧師委員長  宮本委員、持ち時間が少なくなっております。  

宮本委員  知事の大変熱い人づくり、教育についての思いは伝わって

まいりました。  

 ただ１点、私が懸念したのは、私どもの会派の代表質問で、教育

の権限は全て教育委員会にあるというような御趣旨の発言があった

わけであります。それは教育委員会でやってねと、そんなことをお

っしゃっているということでは決してないということは十分承知で

あります。  

 総合教育会議等々を踏まえて、これからの将来を担う重要な県立

高校の再編でありますとか在り方の議論を進める上においては、や

はり県のトップである知事が責任を持ってしっかりとやっていくと。

このことをやはり皆さんに明確にお伝えをされていくことが、この

議論をしっかりとまとめ上げていくことにつながると思っておりま

して、知事のお考えをお聞かせいただきたいと思います。  

瘧師委員長  新田知事、答弁は簡潔にお願いいたします。  

新田知事  委員がおっしゃる、平成 27年の教育委員会総合教育会議の

設置のときの改革の意図はもちろん理解をしているつもりでござい

ます。  

 私としても、今進んでいる県立高等教育振興検討会議で、今年度

末に出る取りまとめを踏まえまして、来年度、総合教育会議におい
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て、地域や産業界、また保護者の方々などの御意見を伺うとともに、

知事として、県立高校の再編や在り方について、教育委員会との意

見交換や議論をより深め、こどもまんなかの視点に立って高校教育

の充実にしっかりと取り組んでまいります。  

瘧師委員長  宮本委員の質疑は以上で終了しました。  

 以上をもって、本委員会の質疑は全て終了いたしました。  

 委員各位におかれましては、長時間御苦労さまでした。  

 終わりに、本委員会の運営に終始御協力を賜りました議員各位、

県当局並びに報道関係の各位に対し深く敬意を表します。  

 これをもって、令和５年 11月定例会の予算特別委員会を閉会いた

します。  

 お疲れさまでした。  

                     午後４時 10分閉会  


